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「漫画のインターネット流通環境整備に関する勉強会」第 16 回議事録 

 

■開催情報 

日時：2023 年 9 月 26 日 (火) 7:30～9:00am 

会場：帝国ホテル本館 4 階「桜の間」 

 

■出席者 

日本電信電話株式会社 代表取締役社長 島田 明 様 

日本電信電話株式会社 総務部門 法務室長 日比野 光敬 様 

KDDI 株式会社 渉外・広報本部 シニアディレクター 山本 雄次 様 

KDDI 株式会社 渉外・広報本部 渉外統括部業務グループ グループリーダー 

  岩沢 大地 様 

ソフトバンク株式会社 渉外本部 通信サービス統括部 約款・サービス部 部長 

  大平 泰生 様 

ソフトバンク株式会社 通信サービス統括部 約款・サービス部 課長 佐治 健史 様 

株式会社インターネットイニシアティブ  

 常務取締役 CTO 島上 純一 様 

ビッグローブ株式会社 執行役員  久保 真 様 

Z ホールディングス株式会社 常務執行役員 Group Chief Trust & Safety Officer 中谷 昇 様 

Z ホールディングス株式会社 政策渉外部 部長 吉田 奨 様 

楽天モバイル株式会社 代表取締役副社長 松井 房樹 様 

楽天モバイル株式会社 渉外本部 副本部長 静 由姫 様 

株式会社小学館 代表取締役社長 相賀 信宏 様 

株式会社集英社 取締役会長 堀内 丸恵 様 

株式会社講談社 代表取締役社長 野間 省伸 様 

株式会社メディアドゥ 代表取締役社長 CEO 藤田 恭嗣 様 

一般社団法人 ABJ 代表理事 （株式会社メディアドゥ 取締役 COO） 新名 新 様 

慶應義塾大学 教授/勉強会代表 村井 純 様 

慶應義塾大学 SFC 研究所 上席所員博士（政策・メディア） 村上 陽子 様 

慶應義塾大学 SFC 研究所 所員/勉強会事務局長 吉澤 直美 様 

株式会社講談社 取締役/勉強会事務局（一般社団法人 ABJ 渉外部会 部会長） 吉羽 治 様 

株式会社メディアドゥ 勉強会事務局 花岡 ゆう子 

 

 

■欠席者 

株式会社 KADOKAWA 取締役 代表執行役社長 CEO 夏野 剛 様 
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■議事次第 

１．海賊版サイトの最新状況  発表者：株式会社メディアドゥ   藤田様 

２．海賊版サイトに関するトピック 発表者：一般社団法人 ABJ 渉外部会長  吉羽様 

３．一般社団法人 ABJ の動き  発表者：一般社団法人 ABJ 代表理事   新名様 

４．SIA 実務者意見交換会における活動状況 

発表者：慶應義塾大学    村井様 

Z ホールディングス株式会社  吉田様 

５．省庁関連の現状報告   発表者：慶應義塾大学    村井様 

６．IGF2023: Manga Culture & Internet Governance-The Fight Against Piracy セッションについて 

発表者：株式会社小学館   相賀様 

７．その他 

■報告・確認合意事項 

１．海賊版サイトの最新状況について 

資料をもって上位 10サイトリストの状況、10サイト合計アクセス数の推移、総数が約 2億前後の常態が継続

していることなどが報告された。 

 

２．海賊版サイトに関するトピックについて 

資料をもって最大手リーチサイトが 5 月に自主閉鎖されたことが報告された。 

 

３．一般社団法人 ABJ の動きについて 

資料をもって一般社団法人 ABJ の会員社数といった概況数値、社員総会、理事会、監査委員会、会員向けセ

ミナーが開催されたこと、セミナー内容の「違法サイトユーザー意識調査結果」と 2023 年度 STOP! 海賊版

キャンペーン準備状況が報告された。 

 

４．SIA 実務者意見交換会における活動状況について 

資料をもって海賊版対策実務者意見交換会は継続的に開催されていること、ドメインネーム関係につい

て、7 月の JANOG52 での情報発信などの状況、10 月の IGF2023 への参加予定が報告された。 

 

５．省庁関連の現状報告について 

資料をもって省庁側の現状として、内閣府知財本部関連、経済産業省コンテンツ産業課、総務省利用環

境課とデータ通信課の状況、IGF2023について報告された。 

 

６．IGF2023: Manga Culture & Internet Governance-The Fight Against Piracy セッションについて 

資料をもって出版 5 社による IGF2023 への出展参加、パネルディスカッション企画とブース出展内容に

ついて報告された。 

 

7．その他 

本勉強会の有効性、また、関連活動の進行状況に鑑み、3 か月後頃での次回実施が確認された。 

以上 


